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第5章考察

第1節「美濃国」刻印須恵器

本遺跡の第3地点Mトレンチ第IV層から「美濃国」刻印須恵器が1点出土した。これは一辺

が2cm程の小破片であるが、坪蓋と思われる。この内面に陽刻の｢美｣だけ判明できるが、「美」

の左下に｢国｣構えの右上角の一部が認められる。従って、原印の外形が明瞭で、字は太目で比

較的書体が整っており、縦に｢美濃｣とし、その中央左隣に｢国｣を配するものと思われる。老洞

［高木(1981)1の刻印形式によるとB-II-4"と考えられる。「美濃国」刻印須恵器の焼成年代

は、楢崎(1981)によれば8世紀第1四半期に位置づけられている。

全国的に特異な「美濃国」刻印須恵器が焼かれた背景を、野村(1981)は、慶雲3年(706)から

14年もの長期間在任した笠朝臣麻呂の施策（国名表記「美濃」の公定、美濃不破関の整備、吉

蘇路の開通、広域条里の設定、諸郡の分置、当菩郡の鰐泉行幸）から述べている。

楢崎(1981)は、野村(1981)をうけて、老洞古窯を笠朝臣麻呂が造らせた官窯とし、この刻印

須恵器の配布についても、単なる調貢陶器ではなく、麻呂の関係を考慮すべきで、なんらかの

国家的規制が働いていたと述べている。

この刻印須恵器の分布は、高木(1981)の時点では老洞第1号窯を除き全国で27筒所37点報告

されている。しかし、近年の発掘調査の増加により、筆者が知り得る範囲では、第17-18表の

ように、美濃須衛古窯跡群の老洞第1号窯や朝倉古窯跡、太田1号窯・蘇原飛鳥町の古窯跡の

ような生産地4箇所を除き、消費地では、岐阜県内は25箇所40点と最も多数出土し、次に愛知

県が8箇所8点と多いが、これは生産地の美濃須衛古窯跡群と木曽川を挟んで接する地域で美

濃国と密接な関係を持った地域であるからであろう。三重県は3箇所3点、奈良県は3箇所6

点、大阪府は1箇所1点、長野県は3箇所4点、計43箇所62点出土している。他県の状況把握

が十分ではないが、近年徐々に増加しつつある。しかし、岐阜県内の出土例の増加は注目され

る。

大熊(1990)は、「美濃国｣刻印須恵器出土地の束限が従来考えられていた美濃加茂市から、神

坂峠を越えて長野県飯田市(恒川遺跡)へ拡大し、この恒川遺跡が信濃国伊那郡の郡街比定地で

あることから、束Ill道との関連を想定している。また、岐阜市の城之内遺跡も単に寺院跡だけ

でなく、東Ill道との関連から駅家等の公的性格を持った遺跡と考えている。

今回、第1718表を作成するにあたって調査した結果、県内の出土地の東限は可児市の宮之

脇遺跡A地点まで拡大し、束限は長野県飯田市及び松本市南栗遺跡・平田本郷遺跡まで拡大し

た。従来、西限は奈良県の平城宮跡であったが、藤原京跡や添上郡月ヶ瀬村尾山代遺跡からも
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第17表「美濃国」刻印須恵器出土地一覧（県内）

|’ |’No.

岐阜県

１
２
３
４
５
６
７
８
９

10

II

12

13

14

IS

16

17

18

19

20

I1

22

23

24

５
６
７
８

２
２
２
２

29

出土地．遺跡名

岐阜市芥見老洞老洞1号窯

'′芥見間無田朝倉古窯

〃芥見長山

〃岩滝古宮

〃茜部境川

〃御望4丁目御望遺跡B地点

'′秋沢

〃長良真正町3丁目城之内遺跡(市）

〃長良西後町城之内遺跡(県）

各務原市須衛町

'′須衛町字太田太田1号窯

'′蘇原ノギ山

〃蘇原飛烏町(窯跡）

〃蘇原村雨町村雨町遺跡

〃那加前洞新町前洞遺跡A地点

〃三井町字寺浦三井遺跡

関市東田原

'′下有知字重竹重竹遺跡B地点

〃下有知字橿木洞棺之木洞遺跡

美濃加茂市太田町西町トドメキ古墳周辺

〃田島町4丁目字柳原仲迫間遺跡

〃蜂屋町上蜂屋尾崎遺跡

可児市川合字宮之脇宮之脇遺跡A地点

本巣郡真正町真桑

大垣市林町

〃南一色町若林紡績内南一色遺跡

〃荒尾町

青野町美濃国分寺跡(回廊跡）

(鐘楼跡）

不破郡関ヶ原町野上字天楽

器形･施印場所

15器形(細分25器形）

無台坪身内底

″
』
〃
己
″
二
〃

坪蓋内面

平瓶胴側面

坪蓋内面

無台坪身内底

有台坪身？外側面

無台杯身内底

無台坪身内底

無台坪身内底

″
》
″
一
〃

器形不明

無台坪内底

有台坪身内底

坪蓋内面

無台坪身内底

台付長頚瓶胴部外面

坪身外側面

一
面
一
一
一
一
一
一

面
一
外
一
面
一
底
一
底
一
面
一
底
一
底

外
一
部
一
外
一
内
一
内
一
外
一
内
一
外

蓋
一
肩
一
蓋
一
身
一
身
一
蓋
一
身
一
身

坪
二
軍
坪
一
坪
垂
坪
垂
坪
一
坪
」
坪

坪蓋内面

無台坪身

無台坪身

大型平瓶頚部外面

坪蓋内面？

坪蓋ツマミ上面

有台坪身内底

有台坪身内底

無台坪身内底

無台坪身内底

無台坪身内底

小瓶胴部側面

坪蓋内面

無台坪身内底

瓶胴外側面

面
す
．

内
一
か

蓋
一
蓋

坪
｝
坪

印文

国
一
国
一
国
一
国
一
一

濃
一
濃
一
濃
一
濃
一
濃
一
濃

美
一
美
一
美
一
美
一
美
一
美

美濃国

美濃国

美濃国

美濃

美濃

美濃

美濃国

美濃

美濃

美濃国

美濃国

美濃

国

濃
一
濃

￥
天
一
羊
天

美濃

美濃

美濃国

国
一
一
国
憲
霊
謡
一
国

濃
濃
一
濃
壷
姪
巽
濃
一
濃

美
一
美
辛
琴
習
美
黒
黒

美濃国

濃

美濃

美濃

美

美濃国

美濃

美濃国

美濃

美濃

美濃

美濃国

美濃国

美濃

美濃国

美濃国

美濃

備考(刻印形式)※1

1.290点施印具発

刊
一
８
一
五
類
可
巧

両
皿
寺
皿
帝
皿
詩
ｕ
－
Ｉ
－
Ｔ
上

ル
ー
ル
一
片
一
好
一
汁
一
汁

刻
一
刻
一
刻
一
刻
一
刻
一
刻

陰
一
陰
一
陰
一
陰
一
陰
一
陰

陰刻A-n-i

陰刻A-n-1

陰刻A1類？

陰刻A‐I‐1？

陰刻A-I-5

陰刻AI-1発

発
一
発
一
発
一
発

２
－
１
『
１
－
２

１
－
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ

Ｉ
－
一
一
Ｉ

Ｂ
－
Ａ
－
Ａ
－
Ａ

刻
一
刻
一
刻
一
刻

陽
垂
陰
一
陰
一
陰

陰刻A-n-1

陰刻A-I類発

陰刻A-I-6

陰刻A-n5

陰刻A-I-6

箆書(A-I-6')S8H

陰刻AⅡ類発

発
一
発
一
発
一
発
華
発
一
発
一
発
一
発

一
童
Ｊ
一
Ｊ
一
一
室
一

一
一
７
－
７
－
一
一
一

一
類
漂
森
一
一
一
一
類

ル
ー
釦
一
需
轄
一
ル
ー
ル
－
８
両

一
一
く
一
く
一
一
一
一

刻
一
刻
一
刻
一
刻
一
刻
一
刻
一
刻
一
刻

陰
一
陰
一
陰
一
陰
一
陰
一
陰
一
陽
一
陽

陰刻A-n-2

陰刻A発

陰刻AI類発

陰刻A-I-1

陽刻B-n-4発

箆書CII類発

陰刻A発

陰刻AⅡ類発

陰刻A-I-5

陰刻A-I-

陰刻A-I-1

陰刻A02

陰刻A-n-5発

陰刻A-1-1発

陰刻A

陰刻A-n-l

陰刻AI類？

文献No.

4,6.7

７
．
７
．
Ｐ
酉
ワ
ロ
，
■
９

ワ
０
－
ワ
０
二
庁
ｊ
０
ニ
ワ
ー
ー
ワ
ー
ａ
７
０

９
－
ｐ
一
９
画
ｆ
一
９
画
ｐ

か
、
〉
一
ｎ
ｈ
Ｕ
－
Ｐ
ｎ
Ｕ
－
ｎ
ｎ
〕
ご
ｎ
ｈ
〉
ロ
ハ
ｈ
Ｕ

？
ご
り
－
９
・
Ｐ
二
，
ロ
？

４
－
４
－
４
』
４
』
４
－
４

1.4.6.7
n吋

0，1，

6,7

※6

※6

5,8

５
帽
５
昭
５
帽
５

4，6，7，

※2

4，6，

4．6，

4,6

1,2,4,6,7,

2

９
二
９
．
？
。
７
画
９
』
Ｐ
一
．
？
’
①

４
－
４
．
４
．
４
言
４
皇
４
管
４
－
４

や
‐
や
‐
Ｐ
４
，
’
？
’
？
。
７
言
ａ

ｎ
ペ
リ
ー
向
く
Ｊ
Ｐ
ｎ
く
Ｕ
垣
、
ペ
リ
垣
、
く
Ｕ
』
ｎ
『
Ｕ
一
ハ
ペ
ｕ
－
ｎ
く
Ｊ

1.4.6,

10,

5，※5

4,6.9

本遺跡

4，6，7，

4,6,7

4,6,7

4,6

1,4,6,7

1.4.6.7

1,6,7

1.4,6,

4．6，

ｑ
Ｊ
－
Ｑ
Ｊ

8



114第1節「美濃国」刻印須恵器

出土していることが判った。また、大阪府守口市大庭北遺跡まで拡大した。

本遺跡から出土した陽刻のもの(老洞のB類)は、老洞第1号窯で1,290点中47点2)しか出土し

ていない。他の遺跡では、各務原市の三井遺跡2点、岐阜市の城之内遺跡(県）1点、愛知県江

南市で1点、計4点出土しているだけで、本遺跡を含めると5例目となる。この陽刻の刻印須

恵器の生産量及び出土例が少ないことは、老洞の報告書や大熊(1990)が述べているように、配

布・使用に際しての規制が存在したのか、今後の資料の増加を待ちながら検討しなければなら

ない。

美濃加茂市域では､刻印須恵器は太田町西町トドメキ古墳付近[神宮東遺跡か？-吉田(1979)1

で採取された須恵器の平瓶が従来から知られていたが、昨年度発掘調査された蜂屋町上蜂屋の

尾崎遺跡で2点出土しており、本遺跡のものを入れると4点目である。

吉田(1980)は、加茂郡に式内社9座有り、多くの古代瓦を出土する遺跡が多いこと等から、

坂祝町酒倉字雲埋の雲埋遺跡を中心とした美濃加茂市太田地区西方5km以内に加茂県主集団の

本拠地を想定している。この関連で太旧町西町トドメキ古墳付近出土の刻印須恵器をとらえ、

第18表「美濃国」刻印須恵器出土地一覧（県外）

’

※この表は、高木(1981)を基に、文献(I～II)や下記の諸氏の教示により作成したものである。(1994.3月現在）

発：発掘調査によるもの。

※l：高木(1981)による形式分類である。

※2：西村勝弘氏(各務原市埋文センター)の教示による。いずれもまだ未報告である。

※3：佐野康雄氏(当センター)に実見させていただいた。

※4：高木(1981)は陰刻に分類しているが、岩野(1972)は箆書としている。市史編纂［宇野(1983)1の際に実見したと
ころ、箆書きであった。

※5：篠原英政氏(関市教委)の教示による。梢之木洞遺跡はまだ未報告である。

※6：現在実施されている「岐阜市遺跡詳細分布調査」によるもので、内堀信雄氏(岐阜市教委)の教示によるo
※7：大江(1981.1983)によれば陰刻としているが、写真等から見ると、箆書きの可能性がある。
※8：川合遺跡群発掘調査成果報告会の資料及び、長瀬治義氏(可児市教委)の教示による。

No.

愛知県

30

31

32

33

４
５
３
３

j6

37

長 野県一

38

三重県
（
ｕ
Ｊ

ｎ
ベ
リ

40

奈良県

41

出土地。遺跡名

江南市尾崎字桐野

〃赤童子字東山

〃後飛保字新開

〃宮田字貝売

一宮市浅井町尾関字奥屋敷

〃高田字前田

葉栗郡木曽川町玉ノ井先木曽川中洲

尾西市起字堤町先木曽川中洲

飯田市座光寺恒川遺跡

多気郡明和町金剛坂字竜ノロ斎宮跡？

鳥羽市安楽町賛遺跡

奈良市佐紀町平城宮跡

(東院）

器形・施印場所

坪蓋内面

有台坪身内底

無台j不身内底

無台坪身内底

台付長頚瓶頚部外面

無台坪身内底

無台坪身内底

台付長頚瓶頚部外面

坪類口縁部外面

腺胴部外側面

無台坪身内底

有台坪身外底

坪蓋内面

有台坪身外側面

印文

美濃国

美濃国

美濃

美濃

美濃

美濃国

美濃国

美濃

美濃

美濃

美濃

濃
一
濃
一
濃

美
辛
圭
美

備考(刻印形式)※］

陽刻B-n7

陰刻A-n-1

陰刻A-I-3

陰刻A-l-4

陰刻A-I-2

陰刻A-n-2

陰刻A-n-1

陰刻A-I-6

陰刻A-I類発

陰刻A-I-6

陰刻A－I－l？

発
一
発
一
発

６
－
１
．
１

ｌ
－
Ｉ
－
Ｉ

Ａ
一
Ａ
一
Ａ

刻
一
刻
一
刻

陰
垂
陰
一
陰

文献No.

1.4.6.7

1,4,6.7

4，6，

4，6，

1.4.6.7

1．4．6．7

4，6，7，

4,6,7

5.11

1.4.6.7.

4,6,7

，
■
９
酉
争

局
ｊ
０
．
句
Ｊ
‐
二
句
ｆ
ｌ

？
一
少
。
‘

ｎ
ｎ
〉
一
ｎ
ｈ
Ｕ
幸
八
ｈ
Ｕ

Ｐ
－
９
』
９

４
－
４
－
４
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中央勢力と加茂県主勢力との結びつき、束山道やその支路の飛騨路の開発などから、駅家・郡

簡の位置についても言及している。

平成4年度に当センターが調査した尾崎遺跡では、弥生時代中期から奈良時代・中祇にかけ

ての住居跡が多数検出され、そこから2点の刻印須恵器が出土している。今年度市教委が隣接

する地区を発掘調査しているが、そこからも多くの住居跡が検出されている。従って、尾崎遺

跡は大集落跡と考えられる。また、本遺跡では住居跡などの遺構は全く検出できなかったが、

遺物を見ると弥生土器・須恵器・土師器・’11茶碗などほとんど小破片であるが大量に出土して

いることや刻印須恵器が1点出土していることから、周辺一特に第3地点が属する上位段丘の

L2'面に集落跡が存在する可能性が指摘できる。

従って、「美濃国」刻印須恵器は、楢崎(1981)が述べている「国家的な規制が働いている」も

のとの考え方や「時々における記念すべき事業に際して使用した」国簡との公的関係を持つも

のとの考え方によれば、本遺跡は吉Ⅱ|(1980)の言う加茂県主集団の本拠地からは離れているた

め、本遺跡の周辺には加茂郡内の何れかの郷3)ないし東山道4)や飛騨路5)に関係する集落遺跡の

存在が考えられる。

（宇野治幸）

[註］

1)高木(1981)の形式分類によれば、

A類は押印された器表の字面が凹むもの：陰刻、

B類は反対に凹印を用い字面が突出するもの：陽刻、

C類は箆言のもの。

また、「美濃」をI類、「美濃国」を11類とし、両者の組合せによって6類の分類をしている。

2）老洞古窯では、Bll類は47点||'43点占める。このうちB-1I-1はl.s点、B-II-4は11点である。

3）佐野(1980)では、「倭名抄』によれば、加茂郡には11の郷と1つの,駅家があり、このうち7郷（美和.生部．

井門・小山・円理・志麻・米川）を美濃加茂市域にあてているが、いずれも比定地は明瞭ではない。

4）各務駅から可児‘駅までの束山道の経路については、水野(1971)では各務郡の鵜淵で木曽川を渡り、犬山.善

師野を経てﾛJ児郡に入った説と、木曽川の右岸の峠を越えて美濃加茂市の太田に至り、現在の可児市土川の渡

で木曽川を越えたとの説を載せている。また、佐野(1980)は他に考古学的考察からとして方県駅からほぼ束に

進み、現在の関｢Ij南部から郷部Illの北を通って太田に至り、木曽川を越して土lⅡに至る説と、美濃加茂市の市

域を東に進み、森山・川合付近より飛騨川を渡り、下米田・牧野を経て兼山付近で､木曽川を渡るという説を紹

介している。現在では定説はない。

5）飛騨路については、『延喜式」に武義駅･加茂駅などが記載されている。水野(1971)によると、武義駅は関市

下有知から美濃市にかけての有知郷、加茂駅は美濃加茂市の太Illという説もあるが川辺町の下麻生(加茂郡'I'

家郷に比定)付近か七宗町の神淵あたりを想定している｡方県駅を握良とすれば､隆良志段味あるいは古津で束

Ill道の本路と別れ、東北に進んで武義駅に至り、加茂駅を通って石浦駅に至る経路の諸説を紹介しているが、

いずれも定説が無く、武義駅から加茂駅・下留駅への経路も不明である。
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